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湘
和
会
館
で
執
り
行
っ
て
い
る

　

「
お
別
れ
に
立
ち
会
う
火
葬
式
」は
、

儀
式
的
な
こ
と
は
行
わ
ず
に
家
族
や

近
親
の
方
で
お
別
れ
を
し
て
送
る

ご
葬
儀
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
　
　

 

伊勢原市笠窪421-2
国道246号線「桜坂」信号そば

284,300円
（税込312,730円）

コールセンター

⇒

湘和会堂秦野
姉妹施設

しょうわ   鶴巻

※お別れに立ち会う火葬式の施行例
※遺影壇の生花・花束は別途オプション

もしもの時の必需品を紹介

地域防災カタログ進呈
自治会・町内会など対象に

　能
登
半
島
地
震
か
ら
２

年
。
昨
年
12
月
の
青
森
県
東

方
沖
地
震
に
続
き
、
年
明
け

に
は
鳥
取
と
島
根
で
地
震
が

発
生
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
首
都
直
下
地
震
の
切
迫

性
が
指
摘
さ
れ
、
市
民
・
地

域
・
行
政
に
お
け
る
防
災
力

の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　ま
た
、｢

自
助
」｢

共
助｣

の
取
り
組
み
へ
自
治
会
・
町

内
会
が
主
体
と
な
り
、
地
域

防
災
対
策
の
見
直
し
や
備
蓄

品
の
補
充
な
ど
を
進
め
る
活

動
も
広
が
っ
て
い
る
。

売
れ
筋
サ
ン
プ
ル
も

　タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
社
で

は
、
防
災
用
品
を
紹
介
し
た

カ
タ
ロ
グ
＝
写
真
＝
を
制

作
。
希
望
す
る
自
治
会
・
町

内
会
な
ど
の
代
表
者
ま
た
は

防
災
担
当
者
に
無
料
で
送
付

し
て
い
る
。

　掲
載
グ
ッ
ズ
は
防
災
ボ
ト

ル
、
非
常
用
簡
易
ト
イ
レ
や

給
水
バ
ッ
グ
、
ラ
ン
タ
ン
、

ア
ル
ミ
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
の
ほ

か
安
否
確
認
タ
オ
ル
な
ど
。

自
治
会
・
町
内
会
で
こ
れ
ら

の
品
物
を
購
入
し
、
防
災
訓

練
で
住
民
に
配
布
し
た
り
、

各
世
帯
で
の
備
え
を
促
す
こ

と
に
役
立
て
た
り
で
き
る
。

　来
年
度
の
防
災
活
動
計
画

の
検
討
資
料
と
し
て
カ
タ
ロ

グ
に
目
を
通
し
て
み
る
の
も

お
す
す
め
だ
。
掲
載
品
の
注

文
は
電
話
で
対
応
可
能
。
各

団
体
１
回
限
り
、
売
れ
筋
品

の
サ
ン
プ
ル
も
進
呈
す
る
。

　問
い
合
わ
せ
は
、
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
営
業
推
進
部
☎
０

４
５
・
９
１
３
・
４
１
４
１

（
土
日
除
く
午
前
９
時
～
午

後
６
時
）
。

子
ど
も
が
冬
空
の
下
快
走

は
だ
の
っ
子
駅
伝
交
流
会

　
秦
野
市
内
の
小
学
４
～
６

年
生
を
対
象
と
し
た
「
第
18

回
は
だ
の
っ
子
駅
伝
交
流

会
」
が
２
月
15
日
、
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
ー
ク
陸
上
競
技
場

及
び
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
当
日
の
エ
ン
ト
リ
ー

変
更
が
相
次
い
だ
が
、
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
寒
風
を

吹
き
飛
ば
す
快
走
を
見
せ
、

全
チ
ー
ム
が
完
走
。
競
技
の

枠
を
超
え
た
熱
い
交
流
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

　
今
大
会
は
駅
伝
の
部
と

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部
を
実

施
。
駅
伝
の
部
に
は
、
陸
上

ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
、
少
年
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
、
多
種
多
様
な
競

技
団
体
か
ら
17
チ
ー
ム
が
参

加
し
た
。
一
方
、
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
の
部
に
は
駅
伝
補
欠

登
録
者
の
ほ
か
、
一
般
参
加

者
を
含
め
合
計
23
人
が
出
場

し
た
。

　
駅
伝
は
全
６
区
間
で
構
成

さ
れ
、
第
１
区
の
４
０
０
ｍ

か
ら
始
ま
り
、
第
２
区
以
降

は
１
・
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
た

す
き
で
つ
な
い
だ
。
競
技
後

に
は
「
は
だ
の
野
菜
ソ
ム
リ

エ
倶
楽
部
」
に
よ
る
秦
野
産

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
温
か
い
豚

汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

不
二
家
秦
野
工
場
か
ら
贈
ら

れ
た
菓
子
が
参
加
賞
と
し
て

配
布
さ
れ
、
冷
え
た
体
を
温

め
た
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
が

広
が
っ
て
い
た
。

　
大
会
結
果
は
以
下
の
通
り

（
敬
称
略
）
。

　
【
駅
伝
の
部
】

　
◎
男
子
・
男
女
混
成
▽
優

勝
／
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
　
Ａ
▽
準
優
勝

／
秦
野
野
球
ク
ラ
ブ
モ
ン

キ
ー
ズ
▽
３
位
／
秦
野
少
年

野
球
部
コ
メ
ッ
ツ

　
◎
女
子
▽
優
勝
／
陸
上
ク

ラ
ブ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
　

Ｌ
ａ
ｄ
ｙ
，ｓ　
Ａ
▽
準
優
勝

／
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
　
Ｌ
ａ
ｄ
ｙ
，ｓ　

駅伝とロードレース、各部門で快走を見せた

Ｂ
▽
３
位
／
桜
エ
ン
ジ
ェ
ル

ス　
【
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部
】

　
◎
男
子
▽
優
勝
／
渡
邉
碧

月
▽
準
優
勝
／
細
野
眞
初
▽

３
位
／
梅
野
遥
大

　
◎
女
子
▽
優
勝
／
東
恵
里

杏
▽
準
優
勝
／
片
野
莉
彩
▽

３
位
／
金
澤
穂
音

秦
高
卒
業
生
の
寄
稿
者
を
募
集

コ
ラ
ム
「
広
畑
ヶ
丘
空
は
れ
て
」

　秦
野
高
校
が
創
立
１
０
０

周
年
の
節
目
を
今
年
迎
え
る

に
あ
た
り
、
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー

ス
秦
野
版
で
は
卒
業
生
が
当

時
の
思
い
出
や
母
校
に
対
す

る
思
い
を
綴
る
コ
ラ
ム
連
載

を
不
定
期
で
掲
載
、
寄
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　希
望
者
は
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
卒
業
年
・
連
絡
先
を

明
記
し
、
ハ
ガ
キ
（
〒
２
５

７
︱
０
０
０
３
秦
野
市
南
矢

名
１
の
５
の
13
の
４
階
タ
ウ

ン
ニ
ュ
ー
ス
秦
野
編
集

室
）
、!

０
４
６
３
・
７

７
・
３
３
３
７
、
メ
ー
ル

（hadano@townnews.
co.jp

）
へ
。

　後
日
、
編
集
室
か
ら
詳
細

を
連
絡
し
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
公
演
情
報

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
・
フ
ィ
ル
来
日

７
月
３
日
　
小
田
原
三
の
丸
ホ
ー
ル

　東
欧
随
一
の
名
門
で
あ

り
、
今
な
お
民
族
的
な
響
き

を
色
濃
く
残
す
稀
有
な
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
「
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
」
。
日
本
で
も
多
く

の
フ
ァ
ン
を
も
つ
同
団
の
２

０
２
６
年
の
来
日
ツ
ア
ー

（
全
９
公
演
）
が
決
定
。
神

奈
川
県
内
で
は
唯
一
、
小
田

原
三
の
丸
ホ
ー
ル
（
小
田
原

駅
徒
歩
約
13
分
、
小
田
原
城

そ
ば
）
で
の
公
演
が
決
ま
っ

て
い
る
。

　指
揮
は
、
同
団
の
主
席
指

揮
者
・
名
匠
ダ
ニ
エ
ル
・
ラ

イ
ス
キ
ン
氏
。
演
奏
予
定
曲

は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
交
響

曲
第
７
番
ロ
短
調
Ｄ
．
７
５

９
「
未
完
成
」
、
ス
メ
タ
ナ

の
交
響
詩
「
我
が
祖
国
」
よ

り
〝
モ
ル
ダ
ウ
〟
、
ド
ヴ
ォ

ル
ジ
ャ
ー
ク
の
交
響
曲
第
９

番
ホ
短
調
ｏ
ｐ
．
95
「
新
世

界
よ
り
」
。

　小
田
原
三
の
丸
ホ
ー
ル
で

の
公
演
概
要
は
以
下
の
通

り
。
公
演
日
は
７
月
３
日

㈮
、
午
後
７
時
開
演
。
全
席

指
定
、
Ｓ
席
９
０
０
０
円
、

Ａ
席
７
０
０
０
円
、
Ｂ
席
５

０
０
０
円
。
三
の
丸
ホ
ー
ル

窓
口
（
☎
０
４
６
５
・
２

０
・
４
１
５
２
）
、
三
の
丸

ホ
ー
ル
Ｗ
Ｅ
Ｂ
チ
ケ
ッ
ト
ほ

か
で
発
売
中
。
問
合
せ
は
主

催
の
コ
ン
サ
ー
ト
イ
マ
ジ
ン

☎
０
３
・
３
２
３
５
・
３
７

７
７
（
日
・
祝
除
く
午
前
10

時
か
ら
午
後
６
時
）
へ
。

公演のチラシ

̶ お気軽にご相談下さい ̶̶ お気軽にご相談下さい ̶

・病院搬送・役所手続・生花2束・霊柩車
・棺、死装束ほか一式・会館費、祭壇費無料
・法名（戒名）交付・枕経有・送迎車有

・病院搬送・役所手続・生花2束・霊柩車
・棺、死装束ほか一式・会館費、祭壇費無料
・法名（戒名）交付・枕経有・送迎車有

家族葬専用ホール

みどり野会館みどり野会館 ☎（79）0344
0463
☎（79）0344
0463

秦野市
下大槻
秦野市
下大槻

一日葬儀一日葬儀一日葬儀 180，000円（税抜）198，000円（税込）

コラムリレー

web用タイトル

秦高100周年に寄せて

広畑ヶ丘空はれて

コラムリレー

広畑ヶ丘空はれて
秦高100周年に寄せて

第3回　小山田 良弘（高29回卒）

　「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
が
あ
っ
た
ら
い
つ
に

戻
り
た
い
か
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
、
迷
い

な
く
「
高
校
時
代
」
と
答
え
ま
す
。
進
路

を
考
え
始
め
た
中
２
の
夏
休
み
、
私
の
目

に
飛
び
込
ん
だ
の
は
秦
高
旋
風
を
巻
き
起

こ
し
た
ナ
イ
ン
が
テ
レ
ビ
の
中
で
白
球
を

追
う
姿
で
し
た
。
強
豪
私
立
に
臆
す
る
こ

と
な
く
挑
み
、
延
長
18
回
で
も
決
着
が
つ

か
ず
翌
日
再
試
合
で
勝
利
し
た
雄
姿
に
憧

れ
、
「
あ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
甲
子

園
に
行
く
ん
だ
」
と
秦
高
受
験
を
決
め
ま

し
た
。
そ
し
て
入
学
と
同
時
に
野
球
部
に

入
部
。
監
督
は
決
勝
ま
で
進
ん
だ
秦
高
旋

風
時
の
主
将
。
熱
意
、
技
術
力
は
高
く
、

大
学
の
授
業
を
終
え
て
か
ら
毎
日
指
導
に

駆
け
つ
け
技
術
や
根
性
、
勝
つ
野
球
を
叩

き
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
学
年

か
ら
共
学
と
な
り
女
子
２
人
が
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
入
部
を
希
望
し
た
も
の

の
、
野
球
一
筋
の
先
輩
た
ち
は
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
女
子
は
Ｎ
Ｇ
」
と
断
り
、
新
聞
に

バ
ン
カ
ラ
チ
ー
ム
と
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
練
習
は
厳
し
く
長
く
休
み

も
な
く
辛
か
っ
た
で
す
が
、
甲
子
園
と
い

う
目
標
と
共
に
切
磋
琢
磨
す
る
仲
間
が
い

た
の
で
頑
張
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
甲
子
園
予
選
は
と

い
う
と
、
厳
し
い
指
導
と
的
確
な
采
配
の

お
か
げ
で
１
年
時
は
武
相
高
校
、
２
年
時

は
横
浜
高
校
に
僅
差
で
敗
れ
ま
し
た
が
、

３
年
時
は
慶
応
高
校
に
勝
利
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私
の
代
は
東
海

大
相
模
の
原
辰
徳
選
手
が
大
活
躍
で
し

た
。
タ
イ
ム
マ
シ
ン
で
戻
れ
た
ら
、
も
っ

と
も
っ
と
努
力
し
て
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た

甲
子
園
出
場
を
果
た
し
、
テ
レ
ビ
、
マ
ス

コ
ミ
に
秦
野
高
校
の
名
を
轟
か
せ
ま
す
！

■
秦
野
市
議
会
議

員
／
秦
野
高
校
同

窓
会
副
会
長
／
秦

野
高
校
野
球
部
Ｏ

Ｂ
会
会
長

高
校
生
が
今
年
も
デ
ザ
イ
ン

Ｎ
ａ
ｉ
ｔ
ｏ
事
務
所
の
就
職
情
報
誌

　神
奈
川
県
内
の
高
校
生
の

就
職
活
動
に
役
立
つ
よ
う

に
、
地
元
企
業
の
仕
事
内
容

や
職
場
風
景
、
実
際
に
働
く

人
の
声
な
ど
を
紹
介
す
る
情

報
誌
「
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
」
。

制
作
す
る
Ｎ
ａ
ｉ
ｔ
ｏ
事
務

所
株
式
会
社
（
秦
野
市
本

町
）
は
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を

高
校
生
か
ら
募
集
し
、
採
用

作
品
が
決
定
し
た
。

　デ
ザ
イ
ン
公
募
は
、
昨
年

に
続
き
２
回
目
。
情
報
誌
の

配
布
地
域
の
高
校
約
90
校
を

対
象
に
、
「
神
奈
川
県
・
仕

事
・
高
校
生
」
を
テ
ー
マ
に

作
品
を
募
り
、
県
央
版
と
湘

南
県
西
版
で
そ
れ
ぞ
れ
１
～

３
位
を
選
出
し
た
。

　県
央
版
は
１
位
瀧
綾
太
郎

さ
ん
、
２
位
込
山
芽
苺
さ

ん
、
３
位
久
保
田
柚
妃
さ

ん
。
湘
南
県
西
版
は
１
位
酒

井
太さ

ん

ご
陽
心
さ
ん
、
２
位
武
ほ

の
み
さ
ん
、
３
位
南
原
彬
良

さ
ん
。
各
１
位
の
瀧
さ
ん
と

酒
井
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

県
央
版
昨
年
11
月
発
行
号
と

湘
南
県
西
版
今
年
４
月
発
行

号
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
に
そ
れ

ぞ
れ
採
用
さ
れ
た
。

　入
賞
者
に
は
１
月
下
旬
、

同
社
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ

た
。

写真：中村光江

202616 ２

☎0463・81・7012または図書館1階カウンターにて
【申し込み】

図書館映画会の
お知らせ

きょうだいから「みにくい」といじめられてきた、あひるの子。
ひとりで旅に出かけますが、そこでみつけたものは・・・？

1986年度作品

1983年公開

語り 大竹しのぶハリス・クリスチャン・アンデルセン原作

監督
出演

昭和33年2月、第一次越冬隊とともに南極へ渡った15匹の犬は、不慮の出来事によりその場
に残ることになり…。苦悩に立ち向かう隊員と、懸命に生きようとする犬たちの壮大な物語。

高倉健、渡瀬恒彦、岡田英次、夏目雅子、萩野目慶子　他
蔵原惟繕

入場
無料

場所 秦野市立図書館2階視聴覚室 各回申し込み
先着60人

親子向け映画会

一般向け映画会

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
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『みにくいあひるの子』3月28日㈯ 11：00～11：30

3月8日㈰ 13：30～16：00『南極物語』

　昨
年
11
月
、
秦
野
市
立
図
書
館
が
開
館
40
周
年
を
迎
え
た
。
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
内
の
現
在
の
場

所
に
あ
る
図
書
館
は
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
山
小
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
建
て
ら
れ
、
今
で
は
約

51
万
冊
を
所
蔵
す
る
。
40
周
年
を
記
念
し
て
昨
秋
に
は
企
画
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
た
が
、
そ
の

直
後
の
12
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
は
、
照
明
設
備
工
事
と
資
料
整
理
に
よ
っ
て
１
カ
月
の
長
期

休
館
を
し
て
い
た
。
実
は
そ
の
間
、
図
書
館
内
で
は
「
よ
り
親
し
ま
れ
る
場
所
へ
」
と
ス
タ
ッ
フ
た

ち
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
。

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
。
郷
土
文
化
継
承
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
い
い
で
す

ね
」
。
水
、
ジ
ビ
エ
、
木

材
、
浮
世
絵
、
短
歌
の
秦
野

市
関
係
の
コ
ー
ナ
ー
前
に

は
、
地
元
産
材
で
作
っ
た
椅

子
や
ベ
ン
チ
も
配
置
。
向
か

い
の
書
棚
に
は
以
前
か
ら
並

ぶ
丹
沢
や
登
山
に
ま
つ
わ
る

書
籍
と
、
秦
野
を
存
分
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
空
間
が

整
っ
た
。

　ま
た
、
休
館
を
経
て
１
月

す
る
司
書
ら
が
企
画
・
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
工
夫
を
凝
ら

し
、
時
節
に
合
わ
せ
て
変
化

さ
せ
る
。
図
書
館
と
言
い
つ

つ
も
、
２
階
の
視
聴
覚
室
で

は
映
画
上
映
会
を
毎
月
主

催
。
階
段
状
の
空
間
は
〝
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
〟
と
化
す
。

　28
年
に
わ
た
っ
て
市
立
図

書
館
で
働
く
司
書
の
中
木
淑

子
さ
ん
は
、
「
こ
こ
に
来
た

ら
何
か
発
見
で
き
る
と
思
っ

て
も
ら
い
た
い
。
市
民
の
居

場
所
、
興
味
が
発
展
す
る
場

で
あ
り
た
い
」
と
話
す
。

　水
を
題
材
に
し
た
絵
本
、

ジ
ビ
エ
料
理
の
レ
シ
ピ
、
短

歌
の
歌
集
…
。
秦
野
市
ゆ
か

り
の
書
籍
を
ま
と
め
た
コ
ー

ナ
ー
が
、
休
館
明
け
の
１
月

10
日
か
ら
お
目
見
え
し
た
。

　同
館
で
は
こ
れ
ま
で
、
湧

水
や
ジ
ビ
エ
、
南
矢
名
出
身

の
歌
人
・
前
田
夕
暮
な
ど
に

関
連
す
る
書
籍
を
数
多
く
収

集
し
て
い
た
が
、
書
棚
は
各

所
に
分
か
れ
て
い
た
。
今
回

の
新
コ
ー
ナ
ー
新
設
に
つ
い

て
同
館
は
、
「
市
民
が
秦
野

秦
野
ゆ
か
り
の
コ
ー
ナ
ー
新
設

40
周
年
市
立
図
書
館
の
最
新
事
情

か
ら
設
け
ら
れ
た
の
が
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
。
か

ね
て
よ
り
子
ど
も
向
け
の
絵

本
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
同

館
に
は
、
親
子
で
の
来
館
も

目
立
つ
。
そ
の
う
え
で
、

「
マ
マ
」
「
パ
パ
」
が
子
育

て
に
役
立
つ
よ
う
な
手
遊
び

や
わ
ら
べ
う
た
、
離
乳
食
な

ど
の
育
児
に
関
す
る
本
を
集

約
し
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
の
近

く
に
設
置
し
た
。

　１
カ
月
を
要
し
た
設
備
工

事
に
よ
っ
て
、
館
内
全
体
の

雰
囲
気
も
変
わ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
一
部
に
の
み
導
入
し
て

い
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
、
す
べ

て
に
採
用
。
再
開
後
に
利
用

者
か
ら
「
明
る
く
な
っ
て
本

も
読
み
や
す
い
」
と
い
っ
た

声
が
届
い
て
い
る
と
い
う
。

変
わ
り
ゆ
く
運
営

　こ
の
40
年
、
人
々
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い

く
中
で
図
書
館
の
運
営
も

徐
々
に
変
わ
っ
て
き
た
。

　絵
本
を
き
っ
か
け
に
赤

ち
ゃ
ん
と
家
族
の
ふ
れ
あ
い

を
応
援
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」
。
全
国
各
地
で

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
取
り
組

み
は
展
開
さ
れ
、
秦
野
市
立

図
書
館
で
も
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
る
４
カ
月
児

健
康
診
査
へ
絵
本
を
持
っ
て

行
き
、
親
子
が
本
に
触
れ
る

機
会
を
創
出
す
る
。

　世
の
中
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

も
歩
調
を
合
わ
せ
、
２
０
２

２
年
か
ら
は
書
籍
を
デ
ー
タ

化
し
た
電
子
図
書
館
を
運
用

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

１
万
冊
以
上
の
書
籍
を
い
つ

で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
。

現
在
、
市
内
の
小
・
中
学
校

合
わ
せ
て
17
校
で
朝
読
書
の

時
間
に
活
用
さ
れ
る
ま
で
広

が
っ
た
。

　館
内
で
は
、
蔵
書
を
管
理

秦
野
ゆ
か
り
の
書
籍
を
ま
と
め
た
新
コ
ー
ナ
ー

子育て中に役立つ新コーナー

映
画
を
上
映
す
る
視
聴
覚
室

　秦野には戦後間もない頃、「アメリカ図書館」また
は「かまぼこ図書館」＝写真＝と呼称された図書館が
本町小学校近辺にあったという。
　秦野の図書館の歴史を調べると、1950（昭和25）年
11月に、米軍から払い下げられたカマボコ兵舎型建物
のアメリカ秦野図書館が開館した、とある。秦野市史
によると、軍政部に促され町立図書館を建てることに
なり、軍政部により建築。１年間軍政部で管理後、当
時の秦野町へ払い下げられたとあり、小規模なＣＩＥ
（ＧＨＱの部局の一つ、民間情報教育局）図書館の寄
贈があった。

元兵舎の「アメリカ図書館｣
※タウンニュース秦野版2016年10月29日号より抜粋

アメリカの民主主義を根付かせるために他の地区同
様、ＣＩＥが兵舎を自治体に払い下げ、洋書と、行政
の資金を投入して日本の図書が揃えられ、町立図書館
となったのでは」と推測する。
　なお秦野の「カマボコ図書館」は、1955（昭和30）
年４月に中央公民館に移転するまでの５年弱使用さ
れ、その後カマボコ型の建物は移築され、本町幼稚園
の園舎として使用された。現在の図書館は1985（昭和
60）年に完成した。

　秦野市立図書館担当
者は、「戦後の日本に


